
第１回 紀の川下流部大規模氾濫に関する 

減災対策協議会（仮称） 

 

 

日時：平成２８年６月２３日（木）１０時００分～ 

場所：和歌山県庁南別館２階 防災対策室 
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１．挨拶 

 

 

２．議事 

（１）紀の川下流部大規模氾濫に関する減災対策協議会（仮称）規約（案）について 

（２）現状の水害リスク情報や取組状況の共有について 

（３）紀の川における減災のための目標（案）について 

 

３．その他 
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資料３ 現状の水害リスク情報や取組状況の共有 

資料４ 紀の川における減災のための目標（案）について 
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「水防災意識社会 再構築ビジョン」
に基づく取組について
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                               資料－２ 

 

紀の川下流部大規模氾濫に関する減災対策協議会（仮称）規約（案） 

 

（名称） 

第 1 条 この会議は、紀の川下流部大規模氾濫に関する減災対策協議会（仮称）（以下

「協議会」という。）とする。 

 

（目的） 

第 2条 協議会は、平成２７年９月関東・東北豪雨により大規模な浸水被害が発生した

ことを踏まえ、河川管理者、県、市等が連携・協力して、減災のための目標を共有

し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進することにより、紀の川沿川

において氾濫が発生することを前提として社会全体で常に洪水に備える「水防災意

識社会」を再構築することを目的とする。 

 

（協議会の構成） 

第 3条 協議会は、別紙１の職にある者をもって構成する。 

 ２ 協議会の運営、進行及び招集は事務局が行う。 

 ３ 事務局は、第 1項によるもののほか、協議会構成員の同意を得て、必要に応じて

別紙１の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を協議会に求めることができ

る。 

 

（幹事会の構成） 

第 4条 協議会に幹事会を置く。 

 ２ 幹事会は、別紙２の職にある者をもって構成する。 

 ３ 幹事会の運営、進行及び招集は事務局が行う。 

 ４ 幹事会は、協議会の運営に必要な情報交換、調査、分析、減災対策等の各種検討、

調整を行うことを目的とし、結果について協議会へ報告する。 

 ５ 事務局は、第２項によるもののほか、幹事会構成員の同意を得て、必要に応じて

別紙２の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を幹事会に求めることができ

る。 

 

（協議会の実施事項） 

第 5条 協議会は、次の各号に掲げる事項を実施する。 

 一 洪水の浸水想定等の水害リスク情報を共有するとともに、各構成員がそれぞれ又

は連携して実施している現状の減災に係る取組状況等について共有する。 



 

 二 円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動及び円滑かつ迅速な氾濫水の排水を実現す

るために各構成員がそれぞれ又は連携して取り組む事項をまとめた地域の取組方

針を作成し、共有する。 

 三 毎年、出水期前に協議会を開催するなどして、地域の取組方針に基づく対策の実

施状況を確認する。また、堤防の共同点検等を実施し、状況の共有を図る。 

 四 その他、大規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項を実施する。 

 

（会議の公開） 

第 6条 協議会は、原則として報道機関を通じて公開とする。ただし、審議内容によっ

ては、協議会に諮り、非公開とすることができる。 

 ２ 幹事会は、原則非公開とし、幹事会の結果を協議会へ報告することにより公開と

見なす。 

 

（協議会資料等の公表） 

第 7 条 協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。ただし、

個人情報等で公表することが適切でない資料等については、協議会の了解を得て公

表しないものとする。 

 ２ 協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した委員の確認を得

た後、公表するものとする。 

 

（事務局） 

第 8条 協議会の庶務を行うため、近畿地方整備局和歌山河川国道事務所に事務局を置

く。 

 

（雑則） 

第 9条 この規約に定めるもののほか、協議会の議事の手続きその他運営に関し必要な

事項については、協議会で定めるものとする。 

 

（附則） 

 本規約は、平成 28 年 6 月○日から施行する。 

 

 

 

 

 

 



 

別紙１ 

  

和歌山地方気象台長 

和歌山県県土整備部長 

和歌山市長 

紀の川市長 

岩出市長 

近畿地方整備局紀の川ダム統合管理事務所長 

近畿地方整備局和歌山河川国道事務所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙２ 

 

和歌山地方気象台防災管理官 

和歌山県県土整備部河川・下水道局河川課長 

和歌山県総務部危機管理局防災企画課長 

和歌山市危機管理部総合防災課長 

紀の川市危機管理部危機管理課長 

岩出市総務部総務課長 

近畿地方整備局紀の川ダム統合管理事務所防災情報課長 

近畿地方整備局和歌山河川国道事務所副所長 

 

 



現状の水害リスク情報や取組状況の共有

（１）現状の水害リスク情報

①洪水浸水想定区域図

②紀の川の整備状況

③重要水防箇所

（２）現状の減災に係る取組状況等

①情報伝達、避難計画等に関する事項

・洪水時の情報提供等の内容及びタイミング

・タイムライン

・住民への情報伝達の体制や方法

目次

資料－３

②水防に関する事項

・管理用カメラの整備状況

・出水時の河川巡視

・水防資機材の整備状況

③洪水時の排水、施設運用等に関する事項

・災害対策車両の配置状況

・排水ポンプ車の実施例

④河川管理施設の整備に関する事項

・河川整備の状況等



（１）現状の水害リスク情報

1



①洪水浸水想定区域図（平成28年6月公表済み）

2

和歌山市

紀の川市

岩出市

九度山町

橋本市

奈良県
五條市

かつらぎ町

※この洪水浸水想定区域図は、紀の川と貴志川の想定最大
規模（紀の川船戸上流域・橋本上流域の2日間総雨量
565mm・678mm、貴志川高島上流域の24時間総雨量653mm）
の洪水により溢水・破堤した場合の浸水が想定される区域と
最大浸水深を示しています。

紀の川水系紀の川・貴志川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）



①氾濫シミュレーション結果とその被害（1）

3

9.0k左岸

破堤点

和歌山市（9.0k左岸で破堤と想定）

１時間後
３時間後
６時間後

破堤後最大

破堤点和歌山市

和歌山駅

紀和駅

阪和自動車道 国道24号線

平成27年時点の整備状況等において、紀の川の想定最大規模（ 紀の川船戸上流域・橋本上流域の2日間総雨量
565mm・678mm ）の洪水により溢水・破堤した場合に、浸水が想定される区域と最大浸水深を示しています。

和歌山市役所

和歌山県庁



①氾濫シミュレーション結果とその被害（２）

4

岩出市（19.2k右岸で破堤と想定）

19.2k右岸

破堤点

１時間後
３時間後
６時間後

破堤後最大

破堤点

和歌山市

岩出市

紀の川市

国道24号線

阪和自動車道

岩出橋

船戸駅

岩出駅

平成27年時点の整備状況等において、紀の川の想定最大規模（ 紀の川船戸上流域・橋本上流域の2日間総雨量565mm・678mm ）の洪
水により溢水・破堤した場合に、浸水が想定される区域と最大浸水深を示しています。

岩出市役所



①氾濫シミュレーション結果とその被害（３）

5

20.2k左岸

破堤点

紀の川市（20.2k左岸で破堤と想定）

１時間後
３時間後
６時間後

破堤後最大

破堤点

紀の川市

岩出市

和歌山市

国道424号線

高島橋

竹房橋

平成27年時点の整備状況等において、紀の川の想定最大規模（ 紀の川船戸上流域・橋本上流域の2日間総雨量565mm・678mm ）
の洪水により溢水・破堤した場合に、浸水が想定される区域と最大浸水深を示しています。



②紀の川の整備状況(平成28年4月現在)

・量的整備：・岩出狭窄部対策から上流に向け、順次流下能力を向上
・上下流バランスを図りつつ、堤防未整備箇所を段階的に築堤することで、中上流部の
治水安全度を一定底上げ

・質的整備：堤防の浸透に対する詳細点検結果等に基づき、すべり破壊、パイピング破壊に対する安全
性が不足する箇所について、堤防の危険度や背後地の状況を踏まえ、堤防強化対策を順次
実施する。

6

完成堤

暫定堤

堤防不要区間

未整備区間

和歌山市
岩出市

紀の川市

かつらぎ町

九度山町

橋本市

五條市

和歌山県

奈良県

10.0k

0.0k

20.0k
30.0k

40.0k

50.0k

60.0k

和歌山市
紀の川市



③重要水防箇所

○洪水等に際して水防上特に注意を要する箇所（重要水防箇所）を設定
○消防団（水防団）は、洪水時の巡視や巡視結果に基づく水防活動を実施

7

堤防の高さ 法崩れ・すべり

漏 水堤防の断面



③重要水防箇所(平成28年4月現在)

8

凡 例

Ａランク

Ｂランク

（水防上最も重要な区間）

（水防上重要な区間）

湊水位観測所

布施屋水位流量観測所

永穂水位観測所

■凡 例■

基準水位観測所

水位観測所



③重要水防箇所(平成28年4月現在)

9

凡 例

Ａランク

Ｂランク

（水防上最も重要な区間）

（水防上重要な区間）

船戸水位流量位観測所

高島水位流量観測所 竹房水位流量観測所

麻生津水位観測所

貴志水位流量観測所
■凡 例■

基準水位観測所

水位観測所



（２）現状の減災に係る取組状況等
①情報伝達、避難計画等に関する事項

10



洪水時における河川管理者からの情報提供等の内容及びタイミング
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洪水予報受け持ち区間

５

４
（危険）

３
（危険）

２
（注意）

１

レ
ベ
ル

基準水位観測所

氾濫
発生

堤防天端到達

はん濫危険水位
船戸 三谷 五條

7.00ｍ 4.80ｍ 8.10ｍ

避難判断水位
船戸 三谷 五條

6.80ｍ 4.60ｍ 7.80ｍ

はん濫注意水位
船戸 三谷 五條

5.00ｍ 3.50ｍ 7.50ｍ

水防団待機水位
船戸 三谷 五條

4.00ｍ 2.00ｍ 5.00ｍ

はん濫
発生情報

はん濫
危険情報

はん濫
警戒情報

はん濫
注意情報

避難勧告・指示の

発令判断の目安

避難準備情報の
発表判断の目安

水防団
出動判断の目安

水防団
待機判断の目安

和歌山市
紀の川市
岩出市

かつらぎ町
九度山町
橋本市
五條市

事務所
（洪水予報）

洪水予報（船戸・三谷・五條観測所）

洪水予報文の抜粋

貴志観測所
（水位情報周知区域）

左岸 右岸

船戸
貴志川合流点（和歌山県岩
出市）から海まで

貴志川合流点（和歌山県紀
の川市・同岩出市境）から海
まで

三谷

和歌山県伊都郡九度山町境
から貴志川合流点（和歌山
県岩出市）

和歌山県橋本市・同伊都郡
かつらぎ町境から貴志川合
流点（和歌山県紀の川市・同
岩出市境）

五條
栄山寺橋（奈良県五條市）か
ら和歌山県伊都郡九度山
町・同かつらぎ町境

栄山寺橋（奈良県五條市）か
ら和歌山県橋本市・同伊都
郡かつらぎ町境

観測所受け持ち区間
観測所名



タイムラインの作成
和歌山市タイムライン（簡易版）

12

◇台風情報

○施設（堰・水門・排水機場等）の点検・操作確認
 ○樋門操作員による点検・確操作認【国交省委託管理は警防課、河川港湾課】⇔（樋門操作員リストは水防計画P37,38）

◇台風に関する和歌山県気象情報


　（随時）
 ○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保


○台風に関する気象庁記者会見
 ○協力機関の体制確認


○機械・電気通信設備点検受注者への待機指示


〇河川維持作業、河川水文観測所点検受注者への待機指示


◇大雨注意報・洪水注意報発表
 〇河川流量観測業務受注者への待機指示


〇リエゾンの体制について確認する


【注意体制】
 ○過去の災害発生履歴等の確認（種別、場所、規模）

○台風に関する気象庁記者会見
 ○気象・水象情報の収集・整理
 ○防災グッズの準備


○災害・避難カードの確認


◇大雨警報・洪水警報発表


　○ホットライン（和歌山地方気象台）


　　　　　　　　　

◇暴風警報発表


◇大雨特別警報発表


○気象に関する予測情報の取得

【第一警戒体制】


○水門、樋門、排水機場等の操作


【第二警戒体制】


○ホットライン


○出水時点検（巡視）


○CCTVによる監視強化


○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）


○水防活動状況の整理・支援の必要性検討


【非常体制】


　

　

　

　　

   　　　  

　　　

　　　

○ホットライン：過去の洪水と比較等、洪水の

　　　　　　　　　 切迫性について情報提供する

※　随時、避難所等開設箇所、避難者数、被害情報等を収集し、県総合防災情報等により報告

○浸水想定区域内要配慮者施設、大規模事業者に氾濫注意情報を伝達する

★避難所等増設の検討（雨量、船戸水位の予測値から判断）

★避難勧告発令対象地域を検討

○浸水箇所等を把握し、避難経路の確認

★避難所増設の準備

　（対象地区の支所連絡所、避難所運営職員、施設管理者、自主防災組織、関係機関等へ連絡。）

〇浸水・侵食情報を提供

　

直轄河川管理区間沿川の市町村（紀の川：和歌山市）

避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）のイメージ

-72h

-24h

気象・水象情報 和歌山河川国道事務所 和　歌　山　市 住　民　等

○特定区間の河川水位が氾濫注意水位を超えた時点から、3

 　時間ごとの河川状況を本局河川管理課に報告する。

○ハザードマップ等による避難所・

　 避難ルートの確認

○テレビ、ラジオ、インターネット等

　 による気象警報等の確認 -48h

0h

○テレビ、インターネット、携帯メール

 　等による大雨や河川の状況を確認

○台風経路図確認（台風５日進路予報）　【気象庁サイト】

○紀の川流域の雨量、水位観測所数値確認（五條、三谷、船戸、布施屋、有本、湊等）【川の防災情報】

○必要に応じて自主防災組織等へ事前に情報提供及び注意喚起

○防災行政無線放送、和歌山市防災情報メール配信、職員参集メール配信

○消防機関、下水道管理課、耕地課、道路管理課へ事前に情報提供及び注意喚起

　　　★消防機関等巡視と併せての避難誘導を実施

 

○台風の暴風域に入る確率を確認(地域ごと時間変化、分布表示)　【気象庁サイト】

○天文潮位値、満干時刻確認（和歌山湊潮位観測所）

○SYNFOS－３D降水予測確認（最長５１時間先までの降水量）⇔1日8回更新

★避難所運営職員への開設準備に係る事前連絡

　（対象地区の支所連絡所、避難所運営職員、施設管理者、自主防災組織、防災関係機関等へ連絡。）

○気象に関する予測情報の取得

○自宅保全

○常時監視⇒SYNFOS－３D降水予測（最長５１時間先までの降水量）⇔1日8回更新

○常時監視⇒10分間毎 紀の川流域の雨量、水位観測所（五条、三谷、船戸、布施屋、有本等）

○常時監視⇒アメダス観測値､解析雨量､短時間降水予報、高解像度降水ﾅｳｷｬｽﾄ、ﾏｲｸﾛ波ﾚｰﾀﾞｰ等

［洪水時］1.70m（船戸水位観測所水位）かつ1.30m（湊水位観測所水位）

○樋門操作員出動【国交省委託管理は警防課、河川港湾課】⇔（樋門操作員リストは水防計画P37,38）

　　　

　　　

　　　〇ホットライン：必要に応じて河川国道事務所長に助言を要請する

　　　〇ホットライン：必要に応じて河川国道事務所長に災害対策現地情報連絡員（リエゾン）の派遣を要請する

　　　○高水敷の浸水情報（左岸４ｋ～６K：紀の川第３緑地、せせらぎ公園　　右岸４ｋ～６K：船所広場、紀の川第８緑地）

〇委託管理樋門・樋管等の操作担当者に、操作に関する注意喚起を行う

　

○消防機関等による河川堤防、内水氾濫等巡視

（紀の川特定区間⇒氾濫ブロック内の被害人口が１．５万人以上となる区間：左岸２ｋ６００～１６ｋ８００）

　＋（重要水防箇所）

　　　

　　　

　　

　　

　　　 

        

　　　　　　　 　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　 　　　

　　　○　消防機関等巡視結果、水防活動実

　 　　　　施状況を把握し、水防上危険な箇所については

　　　　　 河川国道事務所に連絡して措置を求める

　

　　 　　　　　　　

       ○  消防機関等の現場退避の検討〇水閘門操作員の避難指示

○特定区間の河川水位が氾濫危険水位に達すると予測後、1

　 時間ごとに本局河川管理課に河川状況を報告する。

 　

 　

　○ホットライン

（和歌山地方気象台）

○水防資器材の点検（出水期前に点検済み）

○土嚢用土その他の保安用資材の手配、配送に関する調整

○市所管施設の点検、庁内体制の確認、諸行事開催の可否を判断　※報道機関には資料を随時提供

　　　〇ホットライン：必要に応じて河川国道事務所長に助言を要請する

　　　〇ホットライン：必要に応じて河川国道事務所長にリエゾンの派遣を要請する

　　　

　　　

　　　○消防機関等巡視結果、水防活動実施状況を把握し、

  　　　 水防上危険な箇所については河川国道事務所に連絡して措置を求める

　　　○巡視・水防活動状況報告

　　　○リエゾンの派遣要請を検討する

○防災行政無線放送、和歌山市防災情報メール配信、職員参集メール配信、庁内放送、報道資料提供

［高潮時］2.90m（湊水位観測所水位）⇔（野崎樋門　※代表的な樋門を記載） 

①氾濫注意水位

（船戸水位5.00m）に到

達し、さらに水位上昇が

見込まれるとき。

②氾濫注意水位

（船戸水位5.00m）以上

で、かつ避難判断水位

未満の状態が継続して

いるとき。

基準水位見直し後

水防団待機水位到達

船戸観測所（水位 4.00m ）

洪水予報

（氾濫注意情報）

洪水予報

（氾濫警戒情報）

洪水予報

（氾濫危険情報）

避難開始

水防警報

（待機・準備・出動）

紀の川船戸流域

（24時間雨量50mm以上 ）
紀ノ川洪水予報作業開始

要配慮者避難開始

〇防災無線、携帯メール等による

防災情報の受信

○台風説明会（和歌山地方気象台）出席※台風経路（紀伊水道・紀伊半島）確定

○台風再接近等が夜間・早朝の場合は、

午後４時時点で避難勧告等発令の判断を行う

○災害警戒本部 （第２警戒体制）

①避難判断水位

（船戸水位6.80m）に到

達し、さらに水位の上

昇が見込まれるとき。

②氾濫危険水位

（船戸水位7.0m）に達

すると見込まれるとき。

船戸水位５．００ｍ

○災害警戒本部設置 （第１警戒体制）

●災害対策本部設置 （第１配備体制）

〇避難の準備（要配慮者以外）

〇防災無線、携帯メール等に

よる避難準備情報の受信

※台風上陸

避 難 完 了

避難指示発令

※避難所等への避

難が困難な場合は

屋内退避を勧告。
●災害警戒本部 （第２配備体制）

避難準備情報発令

※堤防から川側の公

園等に供されている高

水敷においては、避難

勧告発令。

○大雨特別警報が発令された場合（全避難所開設）

避難勧告発令

※避難所等への避難

が困難な場合は屋内退

避を勧告。

○災害警戒本部設置 （第３警戒体制）

○左記の雨量、水位等監視は、

災害対策本部等の体制終了まで継続して行う。

船戸水位６．８０ｍ

船戸水位７．００ｍ

　

　

　　　　　　　　　

○水門、樋門、排水機場等の操作


【第二警戒体制】


○ホットライン


○出水時点検（巡視）


○CCTVによる監視強化


○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）


○水防活動状況の整理・支援の必要性検討


【非常体制】


○ホットライン


　

〇河川流量観測業務受注者への避難検討


　

【応援対策部設置】


〇避難者への支援

○住民等へ堤防決壊等の状況を周知する

※　随時、避難所等開設箇所、避難者数、被害情報等を収集し、県総合防災情報システム等により報告

○災害対策機械の派遣


○被害状況の把握


　　（ヘリコプター等による迅速な状況把握）


○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表


   　　　退避目安水位 8.30m（船戸水位観測所水位）※代表的な樋門を記載

　　　〇必要に応じて消防機関等の現場退避

　　　○リエゾンを通じ、河川国道事務所に災害対策機械等の支援を要請

○ホットライン：過去の洪水と比較等、洪水の

　　　　　　　　　 切迫性について情報提供する

※　随時、避難所等開設箇所、避難者数、被害情報等を収集し、県総合防災情報等により報告

○浸水想定区域内要配慮者施設、大規模事業者に氾濫注意情報を伝達する

★避難所等増設の検討（雨量、船戸水位の予測値から判断）

★避難勧告発令対象地域を検討

○浸水箇所等を把握し、避難経路の確認

★避難所増設の準備

　（対象地区の支所連絡所、避難所運営職員、施設管理者、自主防災組織、関係機関等へ連絡。）

〇浸水・侵食情報を提供

★避難指示発令対象地域を検討

○防災行政無線放送、和歌山市防災情報メール配信、職員参集メール配信、庁内放送、報道資料提供

○浸水想定区域内要配慮者施設、大規模事業者に氾濫警戒情報を伝達する

★避難所等増設の再検討（雨量、船戸水位の予測値から判断）

★避難勧告発令対象地域を再検討

○浸水箇所等を把握し、避難経路の確認

★避難所増設の準備

　（対象地区の支所連絡所、避難所運営職員、施設管理者、自主防災組織、関係機関等へ連絡。）

　 　 　 　 　

○特定区間の河川水位が氾濫注意水位を超えた時点から、3

 　時間ごとの河川状況を本局河川管理課に報告する。

　 

　 

○テレビ、インタ ネット、携帯メ ル

 　等による大雨や河川の状況を確認

　

　　　★消防機関等巡視と併せての避難誘導を実施

 

　

　

 

　　　〇ホットライン：必要に応じて河川国道事務所に災害対策機械等の支援を要請する

　　　〇樋門操作員避難指示（野崎樋門）

　　　〇ホットライン：必要に応じて河川国道事務所長に助言を要請する

　　　〇ホットライン：必要に応じて河川国道事務所長に災害対策現地情報連絡員（リエゾン）の派遣を要請する

　　　○高水敷の浸水情報（左岸４ｋ～６K：紀の川第３緑地、せせらぎ公園　　右岸４ｋ～６K：船所広場、紀の川第８緑地）

〇委託管理樋門・樋管等の操作担当者に、操作に関する注意喚起を行う

　

○消防機関等による河川堤防、内水氾濫等巡視

（紀の川特定区間⇒氾濫ブロック内の被害人口が１．５万人以上となる区間：左岸２ｋ６００～１６ｋ８００）

　＋（重要水防箇所）

　　　○消防機関等の現場退避

　　　○消防機関等による救助活動

　　○ホットライン：緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）の応援要請（被害が広域の場合）

　　〇堤防の決壊を覚知した場合、河川国道事務所、都道府県、

　　　 所轄警察署等の関係機関に通知する。

        また、氾濫による被害が拡大しないよう努める

　　　　　　　県知事　　　　　　　○ホットライン：必要に応じて都道府県へ自衛隊派遣を要請

○防災行政無線放送、和歌山市防災情報メール配信、職員参集メール配信、庁内放送、報道資料提供

※　随時、避難所等開設箇所、避難者数、被害情報等を収集し、県総合防災情報システム等により報告

◎即時対応必要箇所の選定

※　随時、避難所等開設箇所、避難者数、被害情報等を収集し、県総合防災情報システム等により報告

○ホットライン：越水・決壊発生情報及び住民退去について

　　　　　　　　　　確認・助言・予想浸水範囲等の情報提供

○浸水想定区域内要配慮者施設、大規模事業者に氾濫発生情報を伝達する

　　　○避難に関する情報の報告

○防災行政無線放送、和歌山市防災情報メール配信、職員参集メール配信、庁内放送、報道資料提供

　　　○　消防機関等巡視結果、水防活動実

　 　　　　施状況を把握し、水防上危険な箇所については

　　　　　 河川国道事務所に連絡して措置を求める

○浸水箇所等を把握し、避難経路の確認

○災害時応援協定等の発動の決定

　（対象地区の支所連絡所、避難所運営職員、施設管理者、自主防災組織、関係機関等へ連絡。）

★避難所増設・閉鎖の準備

★避難所等増設・閉鎖の検討（浸水箇所状況から判断）

　　県知事　　　　　　　○ホットライン：必要に応じて都道府県へ自衛隊派遣を要請

       ○  消防機関等の現場退避の検討

○災害時応援協定等の発動を検討

〇水閘門操作員の避難指示

○特定区間の河川水位が氾濫危険水位に達すると予測後、1

　 時間ごとに本局河川管理課に河川状況を報告する。

○特定区間・特定区間の危険箇所で氾濫が発生した場合は、

 　状況写真及び氾濫想定図等、緊急参集チーム会議に必要

 　な資料を作成し、本局河川管理課に速やかに報告する。

○ホットライン：氾濫シミュレーション結果を提供

　

○浸水想定区域内要配慮者施設、大規模事業者に氾濫危険情報を伝達する

　

　　　〇ホットライン：必要に応じて河川国道事務所長に助言を要請する

　　　〇ホットライン：必要に応じて河川国道事務所長にリエゾンの派遣を要請する

　　　〇ホットライン：避難勧告等を発令した対象区域

　　　〇ホットライン：必要に応じて河川国道事務所長に助言を要請する

　　　○消防機関等巡視結果、水防活動実施状況を把握し、

  　　　 水防上危険な箇所については河川国道事務所に連絡して措置を求める

　　　○巡視・水防活動状況報告

　　　○リエゾンの派遣要請を検討する

○防災行政無線放送、和歌山市防災情報メール配信、職員参集メール配信、庁内放送、報道資料提供

　  

①氾濫注意水位

（船戸水位5.00m）に到

達し、さらに水位上昇が

見込まれるとき。

②氾濫注意水位

（船戸水位5.00m）以上

で、かつ避難判断水位

未満の状態が継続して

いるとき。

はん濫発生

①氾濫危険水位

（船戸水位7.0m）に到達

したとき。

②氾濫危険水位

（船戸水位7.0m）以上の

状態が継続しているとき。

堤防天端水位到達・越流

(船戸観測所予想水位11.59m)

洪水予報

（氾濫注意情報）

洪水予報

（氾濫警戒情報）

洪水予報

（氾濫危険情報）

避難開始

洪水予報（氾濫発生情報）

避 難 解 除

避 難 完 了

緊急復旧、堤防調査委員会設置

要配慮者避難開始

〇防災無線、携帯メール

等による避難勧告

の受信

○災害警戒本部 （第２警戒体制）

①避難判断水位

（船戸水位6.80m）に到

達し、さらに水位の上

昇が見込まれるとき。

②氾濫危険水位

（船戸水位7.0m）に達

すると見込まれるとき。

船戸水位５．００ｍ

●災害対策本部設置 （第１配備体制）

●災害対策本部設置（第２配備体制）

避難指示発令

※避難所等への避難

が困難な場合は屋内退

避を勧告。

〇避難の準備（要配慮者以外）

〇防災無線、携帯メール等に

よる避難準備情報の受信

避難準備情報発令

※堤防から川側の公

園等に供されている高

水敷においては、避難

勧告発令。

避難勧告発令

※避難所等への避難

が困難な場合は屋内退

避を勧告。

○災害警戒本部設置 （第３警戒体制）船戸水位６．８０ｍ

船戸水位７．００ｍ

〇防災無線、携帯メール

等による避難指示

の受信



住民等への情報伝達の体制や方法

13

○河川水位、洪水予報等の情報をホームページで伝達している。
○住民が自らリスクを察知し、主体的に避難できるよう情報の提供方法、内容を

向上させる必要がある。

川の防災情報 検 索

洪水予報や水防
情報などの情報

を入手できる

ＰＣ・スマホから川の防災情報を入手

リアルタイムで
川の水位情報
を確認できる洪水時に危険が予想され重点的に巡視や点検が

必要な箇所（重要水防箇所）をHPに掲載



（２）現状の減災に係る取組状況等
②水防に関する事項

14



○河川管理用カメラの整備状況

河川水位等に係る情報提供

15

種別 名称 種別 名称 種別 名称 種別 名称 種別 名称

1 紀の川 紀の川 左岸 -0.6k ＣＣＴＶ 青岸 15 紀の川 紀の川 左岸 4.2k 樋門・樋管
嘉家作樋門（外
水）

29 紀の川 紀の川 左岸 6.3k 堰 第１堰柱下流 43 紀の川 紀の川 左岸 19k ＣＣＴＶ 山崎 105 紀の川 貴志川 右岸 1.4k 樋門・樋管 添田樋門（外水）

2 紀の川 紀の川 右岸 -0.4k ＣＣＴＶ 湊河口 16 紀の川 紀の川 左岸 4.2k 樋門・樋管
嘉家作樋門（内
水）

30 紀の川 紀の川 右岸 6.3k 堰 管理橋右岸上流 44 紀の川 紀の川 右岸 19.2k 堰 岩出井堰上流右岸 106 紀の川 貴志川 右岸 1.4k 樋門・樋管 添田樋門（内水）

3 紀の川 紀の川 左岸 0.1k ＣＣＴＶ 青岸クリーンセンター 17 紀の川 紀の川 右岸 4.6k 堰 第３警報局（粟） 31 紀の川 紀の川 右岸 6.3k 堰 管理橋右岸下流 45 紀の川 紀の川 左岸 19.6k ＣＣＴＶ 調月北島 107 紀の川 貴志川 左岸 2.5k ＣＣＴＶ 前田

4 紀の川 紀の川 左岸 0.6k ＣＣＴＶ 築港 18 紀の川 紀の川 左岸 5k 堰
第２警報局（有
本第２）

32 紀の川 紀の川 左岸 6.3k 堰 魚道観察室 46 紀の川 紀の川 右岸 20.3k ＣＣＴＶ 岡田 108 紀の川 貴志川 右岸 2.52k 樋門・樋管
宮前第一樋門（外
水）

5 紀の川 紀の川 右岸 1k ＣＣＴＶ 湊右岸 19 紀の川 紀の川 右岸 5.2k 樋門・樋管 有功樋門（外水） 33 紀の川 紀の川 右岸 6.4k 堰
紀の川大堰右岸
上流

95 紀の川 貴志川 右岸 0.07k 樋門・樋管
北島第二樋門（外
水）

109 紀の川 貴志川 右岸 2.52k 樋門・樋管
宮前第一樋門（内
水）

6 紀の川 紀の川 左岸 1.5k ＣＣＴＶ 湊 20 紀の川 紀の川 右岸 5.2k 樋門・樋管 有功樋門（内水） 34 紀の川 紀の川 左岸 6.4k 堰
紀の川大堰左岸
上流

96 紀の川 貴志川 右岸 0.07k 樋門・樋管
北島第二樋門（内
水）

110 紀の川 貴志川 右岸 2.8k 樋門・樋管
宮前第二樋門（外水
１）

7 紀の川 紀の川 左岸 2.4k ＣＣＴＶ 湊紺屋町 21 紀の川 紀の川 右岸 5.4k 堰
第１警報局（船
所）

35 紀の川 紀の川 右岸 6.7k ＣＣＴＶ 六十谷 97 紀の川 貴志川 左岸 0.15k 樋門・樋管
丸栖排水樋門（外
水）

111 紀の川 貴志川 右岸 2.8k 樋門・樋管
宮前第二樋門（外水
２）

8 紀の川 紀の川 右岸 2.8k ＣＣＴＶ 和歌山市北島 22 紀の川 紀の川 左岸 5.6k 排水機場 有本揚排水機場 36 紀の川 紀の川 左岸 7.8k ＣＣＴＶ 松島 98 紀の川 貴志川 左岸 0.15k 樋門・樋管
丸栖排水樋門（内
水）

112 紀の川 貴志川 右岸 2.8k 樋門・樋管
宮前第二樋門（内
外）

9 紀の川 紀の川 左岸 3.1k 堰 第８警報局（石橋丁） 23 紀の川 紀の川 右岸 6k 堰
紀の川大堰右岸
下流

37 紀の川 紀の川 右岸 7.5k ＣＣＴＶ 直川 99 紀の川 貴志川 右岸 0.86k 樋門・樋管 北島樋門（外水） 113 紀の川 貴志川 右岸 3.7k ＣＣＴＶ 貴志（橋）

10 紀の川 紀の川 右岸 3.2k 樋門・樋管 野崎樋門（外水） 24 紀の川 紀の川 左岸 6k 堰
紀の川大堰左岸
下流

38 紀の川 紀の川 左岸 9.4k ＣＣＴＶ 岩橋 100 紀の川 貴志川 右岸 0.86k 樋門・樋管 北島樋門（内水） 114 紀の川 貴志川 右岸 5.4k ＣＣＴＶ 井ノ口

11 紀の川 紀の川 右岸 3.2k 樋門・樋管 野崎樋門（内水） 25 紀の川 紀の川 左岸 6.1k 堰
紀の川大堰管理
棟屋上

39 紀の川 紀の川 右岸 12.3k ＣＣＴＶ 川辺 101 紀の川 貴志川 右岸 1.24k 樋門・樋管 調月樋門（外水）

12 紀の川 紀の川 右岸 3.5k 堰 第７警報局（東福島） 26 紀の川 紀の川 左岸 6.2k 樋門・樋管 有本樋門（外水） 40 紀の川 紀の川 右岸 15.3k ＣＣＴＶ 中島 102 紀の川 貴志川 右岸 1.24k 樋門・樋管 調月樋門（内水）

13 紀の川 紀の川 右岸 3.8k 堰 第５警報局（粟第２） 27 紀の川 紀の川 左岸 6.2k 樋門・樋管 有本樋門（内水） 41 紀の川 紀の川 左岸 16.4k ＣＣＴＶ 船戸（左岸） 103 紀の川 貴志川 右岸 1.4k ＣＣＴＶ 高島橋上流右岸

14 紀の川 紀の川 左岸 4.04ｋ ＣＣＴＶ 紀の国大橋下流左岸 28 紀の川 紀の川 左岸 6.3k 堰 第１堰柱上流 42 紀の川 紀の川 右岸 16.6k ＣＣＴＶ 船戸（右岸） 104 紀の川 貴志川 左岸 1.4k ＣＣＴＶ 高島橋上流左岸

番号

①設置箇所
（※左右岸にかかわらず、キロ標順に記載）

施設名

水系 河川 左右区分 キロ標

①設置箇所
（※左右岸にかかわらず、キロ標順に記載）

施設名

水系 河川 左右区分 キロ標

施設名

番号

①設置箇所
（※左右岸にかかわらず、キロ標順に

記載） 施設名

水系 河川

番号

水系

①設置箇所
（※左右岸にかかわらず、キロ標順に

記載）

河川 左右区分 キロ標

番号

キロ標左右区分 水系 河川

番号

①設置箇所
（※左右岸にかかわらず、キロ標順に記載）

施設名

左右区分 キロ標



○河川管理用カメラの整備状況

河川水位等に係る情報提供
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種別 名称 種別 名称

47 紀の川 紀の川 左岸 21.6k ＣＣＴＶ 段 61 紀の川 紀の川 右岸 38.0k+16.0m 樋門・樋管 桜谷川樋門(内水)

48 紀の川 紀の川 右岸 23.6k ＣＣＴＶ 竹房 62 紀の川 紀の川 右岸 38.0k+16.0m 樋門・樋管 桜谷川樋門(外水)

49 紀の川 紀の川 右岸 23.8k ＣＣＴＶ 竹房上流 63 紀の川 紀の川 左岸 38k ＣＣＴＶ 兄井

50 紀の川 紀の川 右岸 25.1k ＣＣＴＶ 上田井 64 紀の川 紀の川 右岸 39.1k ＣＣＴＶ 妙寺

52 紀の川 紀の川 右岸 27.4k ＣＣＴＶ 松井 65 紀の川 紀の川 右岸 40.1k ＣＣＴＶ 三谷

53 紀の川 紀の川 左岸 29.1k ＣＣＴＶ 荒見 66 紀の川 紀の川 右岸 42.5k ＣＣＴＶ 大野

54 紀の川 紀の川 右岸 30.6k ＣＣＴＶ 名手西野 67 紀の川 紀の川 右岸 44.0k ＣＣＴＶ 小田２

55 紀の川 紀の川 左岸 30.9k ＣＣＴＶ 北涌 68 紀の川 紀の川 右岸 44.7k ＣＣＴＶ 小田

56 紀の川 紀の川 右岸 31.8k ＣＣＴＶ 穴伏 69 紀の川 紀の川 左岸 45.4k ＣＣＴＶ 九度山

57 紀の川 紀の川 左岸 33.4k ＣＣＴＶ 西渋田 70 紀の川 紀の川 右岸 45.7k ＣＣＴＶ 伏原

58 紀の川 紀の川 右岸 34.1k ＣＣＴＶ 笠田 71 紀の川 紀の川 右岸 46.3k ＣＣＴＶ 神野々

59 紀の川 紀の川 右岸
36.4k-
65.0m

樋門・樋管 折居樋門(内水) 72 紀の川 紀の川 左岸 46.6k+77.0m 樋門・樋管 大谷川樋門(内水)

60 紀の川 紀の川 右岸
36.4k-
65.0m

樋門・樋管 折居樋門(外水) 73 紀の川 紀の川 左岸 46.6k+77.0m 樋門・樋管 大谷川樋門(外水1)

番号

①設置箇所
（※左右岸にかかわらず、キロ標順に記載）

施設名

水系 河川 左右区分 キロ標

番号

①設置箇所
（※左右岸にかかわらず、キロ標順に

記載） 施設名

水系 河川 左右区分 キロ標



河川の巡視

○出水時には、市町（消防団）と国土交通省がそれぞれ河川の緊急巡視を実施。

凡 例

国土交通省

17

和歌山市

岩出市

紀の川市

九度山町

橋本市

かつらぎ町

奈良県
五條市



水防資機材の整備状況

凡 例

市町

国土交通省

水防資機材の整備状況

○水防資機材については、国土交通省と市町が水防倉庫等に備蓄し緊急時に備える。

○市町と国土交通省が連携して的確な水防活動を推進するため、資機材に係る情報を共有し、適切な配
置の検討等を進める必要有り。

新町緊急資材備蓄庫

海草振興局建設局

○国の備蓄状況一例
【出島緊急資材備蓄庫】
・袋詰玉石用袋材 ：175袋
・耐候性大型土のう：560枚
・大型土のう ：370枚
・オイルマット ：480枚
・ブルーシート ：100枚
・その他

18

和歌山市

紀の川市

九度山町

橋本市

かつらぎ町

奈良県
五條市

出島緊急資材備蓄庫

橋本緊急資材備蓄庫

野原緊急資材備蓄庫

大宮緊急資材備蓄庫

大谷緊急資材備蓄庫

背の山緊急資材備蓄庫

伏原緊急資材備蓄庫

河西

楠見

和歌浦

宮前

せせらぎ運
動公園

有功 直川

紀伊

出島
千旦

河北

川永

小倉

岩出市役所

岩出市

あいあい
センター

高塚消防

中迫荊本消防

調月

丸栖

紀の川市
貴志川支所

岡崎

安楽川

西大井

打田

那賀振興局建設部

上田井

杉原

笠田

石町第１
石町第２

紀の川市
粉河支所

紀の川市
那賀支所

三谷

妙寺
大野 高野口

九度山町役場

学文路防災
センター

伏原

吉原防災センター

伊都振興局
橋本市消防本部

赤塚防災センター

五條市消防本部

中央体育館

五條土木事務所

五條出張所

山内防災センター



（２）現状の減災に係る取組状況等
③洪水時の排水、施設運用等に関する事項

19



災害対策車両の配置状況

○排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時から定期的な保守点検を実施。
○機械を扱う職員等への教育体制も確保し、常時、災害発生時の出動体制を確保。

衛星通信車

照明車

照明車

水陸両用車

土のう造成機

衛星通信車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

対策本部車

衛星通信車

衛星通信車

照明車

照明車

応急組立橋

応急組立橋

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

分解対応型バックホウ

土のう造成機

近畿地方整備局

土のう造成機

照明車

排水ポンプ車

対策本部車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

和歌山河川国道事務所

紀南河川国道事務所

豊岡河川国道事務所

福知山河川国道事務所

猪名川河川事務所

兵庫国道事務所姫路河川国道事務所

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

照明車

照明車

土のう造成機

衛星通信車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

土のう造成機

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

土のう造成機

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

土のう造成機

衛星通信車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

対策本部車

土のう造成機

衛星通信車

照明車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

対策本部車

福井河川国道事務所

照明車

奈良国道事務所
木津川上流河川事務所

大阪国道事務所

淀川河川事務所

近畿技術事務
所

大和川河川事務所

京都国道事務所

平成27年4月1日時点

排水ポンプ車

1分間にドラム缶で約

150本分の排水が可能

排水ポンプ車操作訓練の状況 20

近畿地方整備局で
排水ポンプ車を
３２台保有



排水ポンプ車の操作実施例

○平成２３年台風１２号では、排水ポンプ車による排水を実施。
○排水路、排水施設等について情報共有を行い、円滑な排水について検討しておくことが必要。

21



（２）現状の減災に係る取組状況等
④河川管理施設の整備に関する事項

22



23

紀の川水系河川整備基本方針（平成１７年～）



24

紀の川水系河川整備計画（平成２４年１２月５日）



25

紀の川水系河川整備計画（平成２４年１２月５日）
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ハード対策（洪水を安全に流すためのハード対策）

凡例 浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策
流下能力対策 侵食・洗掘対策

浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策 流下能力対策 侵食・洗掘対策

6.6km - 1.1km 5.5km -

内訳
実施区間延長

（重複無し）

※具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水被害の発生状況等によって変わる場合があります。
※表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関係で概要図と合致しない場合があります。
※今後概ね５年間で対策を実施する区間を記載しています。

浸食・洗掘
対策


Sheet1

		実施区間延長（重複無し） ジッシ クカン エンチョウ チョウフク ナ		内訳 ウチワケ

				浸透対策 シントウ タイサク		ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策 タイサク		流下能力対策 リュウカ ノウリョク タイサク		侵食・洗掘対策 シンショク アラ タイサク

		6.6km		-		1.1km		5.5km		-
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ハード対策（危機管理型ハード対策）

天端の保護 裏法尻の補強

21.1km 2.8km 19.5km

内訳実施区間延長
（重複無し） 凡例 天端の保護

裏法尻の補強

※具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水被害の発生状況等によって変わる場合があります。
※危機管理型ハード対策と併せて、住民が自らリスクを察知し、自主的に避難できるようなソフト対策を実施予定です。
※表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関係で概要図と合致しない場合があります。
※今後概ね５年間で対策を実施する区間を記載しています。


Sheet1

		実施区間延長（重複無し） ジッシ クカン エンチョウ チョウフク ナ		内訳 ウチワケ

				天端の保護 テンバ ホゴ		裏法尻の補強 ウラ ノリ ジリ ホキョウ

		21.1km		2.8km		19.5km





Sheet2







紀の川における減災のための目標（案）について

資料－４



紀の川水系紀の川の地形特性
○上流部は、比較的勾配が急で（約1/600）本川に沿って狭い平野であり、中流部と下流部は勾配が緩く

なり（約1/1,000～1/3,000）最下流部の和歌山市付近で平野部が拡がっている。上流部の紀伊山地で
は台風接近時に熊野灘から供給される水蒸気により大量の降雨が発生。特に、日本でも有数の多雨地
帯である大台ヶ原が源となっており、大規模な洪水に対する備えが不可欠。
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紀の川水系貴志川の地形特性
○管理区域において比較的勾配が急（約1/600）である。上流部の紀伊山地では台風接近時に熊野灘から

供給される水蒸気により大量の降雨が発生しやすい。また、降雨時の河川水位上昇が早いため、大規
模な洪水における迅速かつ的確な備えが必要。

2
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○紀の川では、住民は昔から幾多の洪水被害を受け、生命・財産を脅かされてきた

3

戦後の主な洪水記録一覧

表 1.2.1 既往の主要洪水 

発生年月日 発生原因 被  害  状  況 

大宝 元年 8月 21日 
暴風雨 

続日本紀に「8月21日三河、遠江、･･･、国防、紀伊、讃岐、伊ニ大風アリ、昼
ヲ発キ稼ヲ損フ」とある。 （ 70 1 年 ） 

大正   元年 9月 23日 暴風雨 死傷者23名、家屋全半壊252戸 

大正 6年 9月 30日 暴風雨 家屋浸水2,900戸 

昭和    9年 9月 21日 室戸台風 死傷者76名、家屋全半壊1,428戸、家屋流出4戸、家屋浸水600戸 

昭和  25年 9月  3日 ジェーン台風 死傷者1,894名、家屋全半壊13,820戸、床上浸水2,309戸、床下浸水9,323戸 

昭和  27年 7月 10日 前線・低気圧 死傷者32人、家屋全半壊142戸、床上浸水256戸、床下浸水6,260戸 

昭和  28年 7月 18日 前 線 
死傷者981人、家屋全半壊1,327戸、床上浸水2,103戸、床下浸水8,165戸(那
賀郡と伊都郡の合計) 

昭和 28年 9月 25日 台風 13 号 死傷者91人、家屋全半壊1,546戸、床上浸水4,035戸、床下浸水7,473戸 

昭和 31年 9月 26日 台風 15 号 死傷者5人、家屋全半壊44戸、床上浸水1,158戸、床下浸水9,292戸 

昭和 34年   9月 26日 伊勢湾台風 死傷者71人、家屋全半壊347戸、床上浸水3,180戸、床下浸水1,917戸 

昭和 36年  10月 28日 前 線 家屋全半壊1戸、床上浸水28戸、床下浸水170戸 

昭和  40年 9月 17日 台風 24 号 床上浸水398戸、床下浸水3,588戸 

昭和  47年 9月 17日 台風 20 号 床上浸水22戸、床下浸水2,362戸 

昭和  57年 8月  2日 
台風10号及び台風 

9号からかわった 

低気圧 

床上浸水91戸、床下浸水1,458戸 

平成  2年 9月 20日 台風 19 号 家屋全半壊8戸、床上浸水98戸、床下浸水202戸 

平成  6年 9月 30日 台風 26 号 床下浸水7戸 

平成  9年 7月 26日 台風 9 号 床上浸水2戸、床下浸水9戸 

出典：「和歌山県災害史」および「水害統計」等 なお、本表は下流の和歌山県分のみを集計した結果を用いる。 

集計可能なものについては流域内の被害を示し、他は和歌山県全体の被害の集計を示す。 

 

既往の主要洪水

岩出橋付近の被害状況
（昭和28年7月前線）

県道海南九度山線：麻生津(おうづ)
～竜門間の被害状況（昭和28年台風
13号）

和歌山市直川(のうがわ)地区の浸
水状況（昭和57年台風10号及び台
風9号からかわった低気圧）

川底がえぐり取られて陥没した南
海橋 （平成2年台風19号）

和歌山市南海橋の被害状況
（昭和34年伊勢湾台風）

奈良県五條市の被害状況
（昭和34年伊勢湾台風）

 



台風経路図

4

平成25年台風18号

○基準地点の水位は、船戸観測
所で避難判断水位に迫る水位
（6.39m）を記録。

○三谷観測所では、はん濫危険
水位を超過した水位(4.91m）を
記録。

○五條観測所では、避難判断水
位に迫る水位（7.72m）を記録。

-----------------------------雨量レーダー-----------------------------

※気象庁HPより引用

16



平成25年台風18号による大滝ダムの効果

5



紀の川沿川の開発状況

6

○段丘地から紀の川沿川へと住宅や工場が進出。

和歌山市

和歌山市

平成25年度撮影

昭和36年度撮影

9.0k

9.0k

Ｊ
Ｒ
紀
の
川
橋
梁

Ｊ
Ｒ
紀
の
川
橋
梁

宅地 等
商業施設
宅地 等

商業施設
事業所 等



消防団（水防団）員数の推移

7

○地域の防災力を直接担っている消防団員は、長期的に減少しているとともに、高齢化が進んでい
る（図表）。
○消防団員数の減少や高齢化は、地域の防災力を直接担う人材の縮小とともに、防災力が必ずし
も効果的に発揮されないなどが懸念される。



紀の川では、近年、大規模な氾濫が発生しておらず、水防意識の低下が懸念されるところ。今後起こりうる大
規模氾濫における沿川住民の安全・安心を確実なものにするため、

「水害に強い地域」をつくるための水防災意識が、現在及び
将来世代に確実に普及・継承 することを目指す。

紀の川沿川における課題と目標

8

５年間で達成すべき「目標」

○近年大きな出水がなく、洪水に対する認識が低下

○新興住宅開発などにより洪水を知らない新たな住民が
増え、洪水時の避難意識が低い

○旧集落世帯の高齢化が進み、自主避難が困難

○地球温暖化などにより異常降雨が発生する可能性

○避難意識の低下

○地域における防災力の低下
（水防団の減少、意識低下）

○自主避難困難者の増加

○浸水による社会・経済活動の
低下

問 題 点 課 題

目標に向けた取組（対応方針）

○洪水に対する意識の啓発および普及
○避難時間の確保
○迅速・的確な行動への備え
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